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『
欠
落
者
』
の
捜
索
に
つ
い
て

真
壁

志
郎

一

は
じ
め
に

「
弘
化
二
年
四
月
廿
六
日
夜
、
突
然
に
家
族
四
人
と
妹
一
人
が
家
出
を
し
た
䢧
」
こ
の
書
き

出
し
で
始
ま
る
武
州
埼
玉
郡
七
左
衛
門
村
の
『
欠
落
者
尋
帳
』
が
本
テ
ー
マ
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

る
。
こ
の
欠
落
者
尋
帳
は
、
越
谷
市
地
方
文
書
研
究
ク
ラ
ブ
の
宮
原
泰
介
氏
が
解
読
教
材
に
提

供
さ
れ
た
、
欠
落
か
ら
帰
住
に
至
る
経
過
が
辿
れ
る
面
白
い
文
書
を
研
究
発
展
さ
せ
た
の
が
本

論
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
無
断
で
そ
の
住
所
を
去
り
行
方
不
明
に
な
る
こ
と
は
重
大
な
犯

罪
で
あ
っ
た
。
今
日
の
失
踪
が
『
欠
落
』
と
呼
ば
れ
、
移
動
の
自
由
が
制
限
さ
れ
て
い
た
社
会

で
、
特
に
農
民
の
貢
租
納
税
義
務
の
放
棄
は
幕
藩
体
制
の
根
幹
を
揺
る
が
す
こ
と
に
つ
な
が

る
大
問
題
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

当
然
、
幕
府
に
お
い
て
欠
落
は
厳
し
く
取
締
の
対
象
と
さ
れ
、
捜
索
の
規
定
も
詳
細
に
決
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
高
柳
真
三
氏
は
『
江
戸
時
代
の
罪
と
刑
罰
抄
説
』
で
欠
落
を
含
む
法
規

制
の
整
理
を
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
七
左
衛
門
村
の
「
欠
落
者
尋
帳
」
の
記
述
と
対
応
さ
せ
な

が
ら
、
欠
落
の
持
つ
意
味
や
刑
罰
と
の
関
係
、
幕
府
の
支
配
方
針
と
農
村
側
の
思
惑
な
ど
と
の

関
係
性
も
併
せ
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
片
倉
比
佐
子
氏
は
『
都
市
紀
要

元
禄
の
町
』
に
お
い

て
、
欠
落
は
江
戸
で
日
常
化
し
農
村
も
荒
廃
に
よ
り
続
発
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
七
左

衛
門
村
の
事
件
に
も
そ
の
様
な
原
因
が
存
在
す
る
の
か
も
検
討
し
て
み
た
い
。

二

『
欠
落
』
の
捜
索
規
定

犯
罪
行
為
で
あ
る
欠
落
は
、
町
方
・
地
方
を
問
わ
ず
連
帯
責
任
を
基
本
と
し
た
厳
し
い
処
分
規

定
を
も
う
け
て
い
る
。

①

欠
落
者
の
家
の
当
主
（
欠
落
者
が
当
主
で
あ
れ
ば
当
然
含
ま
れ
な
い
）
・
五
人
組
・

親
族
・
村
役
人
は
３
日
間
帰
還
待
機
す
る
。

②

当
主
・
親
類
・
五
人
組
が
連
印
し
、
名
主
が
加
判
し
て
支
配
所
に
届
け
出
る
。

③

支
配
所
か
ら
捜
索
が
命
令
さ
れ
る
。

「
日
限
尋
」
３
０
日
の
期
限
を
設
け
た
捜
索
、
３
０
日
単
位
で
６
度
、
計
１
８
０
日

限
度
。

④

「
永
尋
」
無
期
限
の
捜
索
命
令
又
は
、
帳
外
（
人
別
帳
か
ら
の
除
外
）・
旧
離
（
勘
当

）
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
永
尋
に
代
わ
り
家
財
に
関
す
る
相
続
の
開
始
が
宣
告
さ
れ
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る
。
こ
れ
に
よ
り
家
族
関
係
の
解
消
が
認
め
ら
れ
、
後
日
欠
落
者
が
罪
を
犯
し
て
も

縁
坐
の
対
象
か
ら
は
免
れ
た
。
欠
落
か
ら
６
０
年
経
過
の
永
尋
対
象
者
は
死
亡
扱
い

、
人
別
帳
除
外
。

⑤

「
詫
状
一
札
」
本
人
・
親
類
・
五
人
組
が
詫
状
に
連
印
し
、
名
主
へ
帰
住
の
懇
願
を

提
出
。

⑥

「
帰
住
届
」
欠
落
者
が
捕
ら
え
ら
れ
又
は
自
ら
の
意
思
で
帰
還
し
た
場
合
、
本
人
・

親
類
・

五
人
組
が
連
印
、
名
主
加
判
に
よ
り
支
配
所
へ
帰
住
願
の
提
出
。
人
別
帳

復
帰
と
農
業
再
開
。

概
ね
こ
の
よ
う
な
取
り
扱
い
が
運
用
さ
れ
て
い
た
。

三

七
左
衛
門
村
の
「
日
限
尋
」
捜
索
の
開
始

そ
れ
で
は
、
七
左
衛
門
村
で
欠
落
者
が
ど
の
よ
う
に
捜
索
さ
れ
て
い
た
の
か
を
検
証
す
る
。

尋
帳
は
和
綴
堅
帳
（
ノ
ー
ト
型
の
冊
子
）
表
紙
と
本
文
・
継
目
印
・
３
４
頁
か
ら
な
る
帳
立
で

あ
る
。

欠
落
者
尋
帳

※
①

北
条
雄
之
助
御
代
官
所

武
州
埼
玉
郡
七
左
衛
門
村

安
五
郎
忰

源
太
郎

巳

三
拾
四
才

源
太
郎
妻

た

み
同

弐
拾
七
才

同
人
忰

初
五
郎

同

五
才

同
人
娘

よ

し
同

三
才

源
太
郎
妹

た

つ
巳

弐
拾
○
才

〆
五
人

右
源
太
郎
人
相
書

一

セ
い
高
キ
中
肉
之
方
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一

面
躰

色
薄
黒
キ
方
疱
瘡
跡
少
々
有
之

其
外
常
躰

其
節
之
衣
類
、
鼠
堅
縞
木
綿
単
物
着

真
田
木
綿
帯
ヲ
〆

右
之
も
の
共
当
四
月
廿
六
日
夜
、
不
計
家
出

致
シ
立
帰
リ
不
申
候
二
付
、
心
当
之
所
精
々
相

尋
候
得
共
、
行
衛
一
向
相
知
不
申
候
二
付
、
依
之

当
御
支
配
御
役
所
様
江
御
訴
奉
申
上
候

処
、
三
拾
日
限
リ
其
帰
尋
方
被

仰
付
候
間
、
若

其
御
宿
村
々
立
廻
リ
罷
在
候
哉
此
段
御
尋

申
上
候
、
乍
憚
右
之
も
の
有
無
御
記

被

下
候
様
御
頼
ミ
申
上
候
、
以
上

弘
化
二
巳
年

右
村

安
五
郎

㊞

六
月

親
類

佐
右
衛
門
㊞

組
合

市
太
郎

㊞

年
寄

彦
左
衛
門
㊞

名
主
代
／
同

政

七

㊞

㊞
㊞
㊞
㊞
㊞

右
御
尋
之
仁
当
村
二
者
相
見
不
申
候
、
此
已
後
見
当
候
ハ
ゝ

早
速
御
知
ら
セ
可
申
候
、
以
上

巳
六
月

私
領

七
左
衛
門
村名

主

甚

蔵
㊞

右
御
尋
之
仁
当
村
二
者
相
見
不
申
候
、
此
已
後
見
当
候
ハ
ゝ

早
速
御
知
ら
セ
可
申
候
、
以
上

巳
六
月

大
間
野
村

年
寄

平

蔵
㊞

こ
れ
以
降
、
概
ね
同
様
の
記
述
で
５
９
ケ
宿
村
地
域
「
日
限
尋
」
欠
落
者
尋
帳
が
回
覧
さ
れ
、

名
主
な
ど
の
責
任
者
に
よ
る
署
名
捺
印
で
捜
索
回
答
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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四

尋
帳
の
回
覧
ル
ー
ト

欠
落
者
を
出
し
た
七
左
衛
門
村
は
、『
越
ケ
谷
の
村
勢
』
に
よ
れ
ば
越
ケ
谷
周
辺
４
９
ケ
村

の
平
均
戸
数
９
０
戸
を
上
回
る
１
０
３
戸
の
や
や
大
き
な
村
勢
で
あ
り
、
南
埼
玉
郡
出
羽
地

区
を
代
表
す
る
規
模
の
村
で
あ
る
。
尋
帳
の
回
覧
ル
ー
ト
か
ら
捜
索
の
様
子
を
追
跡
し
て
み

る
。

①

六
月

七
左
衛
門
村
䢪
大
間
野
村
䢪
越
巻
村
䢪
長
島
村
䢪
西
新
井
村
○岩
䢪
後
谷
村
䢪
谷

中
村
○岩
䢪
神
明
下
村
䢪
四
丁
野
村
䢪
大
沢
町
䢪
大
房
村
䢪
袋
山
村
䢪
中
間
久
里
村
䢪
上

間
久
里
村
䢪
大
里
村
䢪
大
林
村
䢪
弥
十
郎
村
䢪
向
畑
村
䢪
川
崎
村
䢪
大
吉
村
䢪
越
ケ
谷

宿
䢪
瓦
曽
根
村
䢪
小
林
村
䢪
花
田
村
䢪
増
林
村
䢪
西
方
村
䢪
登
戸
村
䢪
蒲
生
村
䢪
長
右

衛
門
新
田
䢪

計
２
９
ケ
所

②

七
月

新
兵
衛
新
田
䢪
清
右
衛
門
新
田
䢪
善
兵
衛
新
田
䢪
金
右
衛
門
新
田
䢪
九
左
衛
門

新
田
䢪
宿
篠
葉
村
䢪
太
郎
左
衛
門
新
田
䢪
北
草
加
村
䢪
南
草
加
村
䢪
立
野
村
䢪
花
栗
村

䢪
北
谷
村
䢪
荻
島
村
䢪
砂
原
村
䢪
小
曽
川
村
䢪
野
島
村
䢪
末
田
村
○寺
䢪
須
賀
村
○岩
䢪
大

戸

村

○岩

䢪

大

森

村

○岩

䢪

三

ノ

宮

村

○岩

䢪

大

道

村

○岩

䢪

大

竹

村

○岩

䢪

計
２
３
ケ
所

③

八
月

藤
兵
衛
新
田
䢪
戸
塚
村
䢪
藤
八
新
田
䢪
安
行
村
䢪
領
家
村
䢪
慈
林
村
䢪
鳩
ケ
谷

宿

計
７
か
所

合
計
５
９
ケ
所

※
②
回
覧
ル
ー
ト
図
参
照

（
天
領
／
私
領
／
寺
領
／
相
給
村
：
無
印

寺
社
領
：
○寺

岩
槻
藩
領
：
○岩
）

捜
索
の
範
囲
は
、
南
北
１
１
㎞
・
東
西
６
㎞
ほ
ど
の
楕
円
形
を
し
た
、
元
荒
川
と
綾
瀬
川
沿
い

に
広
が
る
村
々
で
あ
る
。
領
主
形
態
は
天
領
・
私
領
・
寺
社
領
・
藩
領
な
ど
の
他
、
一
つ
の
村

に
対
し
て
複
数
の
領
主
が
割
り
当
て
ら
れ
た
相
給
村
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
形
成
さ
れ
た
複
雑
な

支
配
形
態
の
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
回
覧
ル
ー
ト
か
ら
は
農
村
支
配
の
様
子
も
垣
間
見
え
、
代

官
所
の
持
つ
関
東
取
締
出
役
の
補
助
機
関
と
し
て
の
警
察
権
を
前
提
に
、
埼
玉
郡
代
官
支
配

地
内
を
名
主
が
幕
領
・
藩
領
を
問
わ
ず
周
辺
地
域
に
回
覧
し
て
い
る
。
代
官
支
配
管
轄
の
区
分

で
回
覧
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
隣
接
す
る
村
で
も
葛
飾
郡
代
官
支
配
で
あ
る
忍
藩
領
の
東
方

村
・
見
田
方
村
・
柿
木
村
な
ど
は
回
覧
ル
ー
ト
に
入
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
欠
落
は
厳
し
い
取
締
の
対
象
で
あ
り
３
０
日
期
限
を
命
じ
ら
れ
た
「
日

限
尋
」
の
実
体
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
３
０
日
限
り
の
前
提
で
は
あ
る
が
実
際
は
３
か
月

に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
容
易
に
は
捜
索
が
進
展
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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五

「
帰
住
届
」
の
提
出

欠
落
し
た
源
太
郎
の
顛
末
を
解
明
で
き
る
記
録
が
名
主
文
書
『
差
入
申
詫
一
札
之
事
』
※
③

と
し
て
確
認
で
き
る
。
詫
状
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
１
４
年
の
間
失
踪
し
て
い
た
経
過
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
不
埒
を
名
主
側
に
詫
び
支
配
所
へ
の
「
帰
住
届
」
を
懇
願
、
村
側
の
了
承
を
得
て

提
出
さ
れ
、
支
配
所
か
ら
許
可
さ
れ
ば
人
別
帳
へ
の
復
帰
・
帰
村
が
可
能
と
な
る
。
逃
亡
中
犯

罪
に
関
係
し
て
い
な
け
れ
ば
支
配
所
か
ら
の
急
度
叱
り
・
農
業
生
産
再
開
で
欠
落
事
件
は
一

件
落
着
と
な
る
の
で
あ
る
。

源
太
郎
の
欠
落
の
概
要

①

失
踪
期
間
は
約
１
４
年
。

②

借
金
な
ど
金
銭
上
の
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
。

③

都
市
的
な
場
で
の
紺
屋
（
染
物
）
日
雇
い
作
業
で
生
計
。

④

高
齢
両
親
の
介
護
と
農
業
継
承
の
希
望
。

六

ま
と
め

弘
化
二
年
四
月
七
左
衛
門
村
で
発
生
し
た
源
太
郎
の
欠
落
事
件
は
、「
欠
落
者
尋
帳
」
の
捜

索
か
ら
一
四
年
後
の
安
政
五
年
二
月
「
差
入
申
詫
一
札
之
事
」
で
本
人
が
帰
住
を
懇
願
、
翌
三

月
に
は
名
主
か
ら
小
林
藤
助
支
配
所
へ
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
の
提
出
で
収
束
し
た
の
で

あ
る
。

こ
れ
ら
を
記
録
し
た
井
出
家
文
書
は
『
欠
落
』
の
一
部
始
終
を
追
跡
で
き
る
、
貴
重
な
資
料

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
欠
落
を
解
明
し
て
い
く
と
、
そ
の
背
景
に
は
支
配
層
の
徴
税
・
治

安
の
両
面
対
応
と
納
税
義
務
を
負
っ
た
農
村
の
、
互
い
の
思
惑
が
交
差
し
て
い
る
こ
と
も
推

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

①

支
配
層
の
思
惑

江
戸
中
期
以
後
、
欠
落
の
た
め
に
田
畑
が
荒
れ
、
結
果
的
に
徴
税
に
影
響
す
る
の
に
加
え
、

無
宿
と
な
り
地
方
か
ら
都
市
へ
流
入
し
た
者
が
治
安
を
悪
化
さ
せ
る
。
し
か
し
、
幕
府
と
し
て

は
根
幹
の
貢
租
対
策
が
何
よ
り
大
切
で
あ
り
、
欠
落
農
民
に
対
す
る
復
帰
政
策
が
積
極
的
に
取

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
納
税
さ
え
滞
れ
な
け
れ
ば
支
配
に

支
障
は
な
く
、
自
領
か
ら
の
欠
落
は
厳
し
く
取
り
締
ま
る
が
、
他
領
か
ら
の
欠
落
者
に
は
好
意

的
な
姿
勢
を
示
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
は
じ
め
か
ら
１
８
０
日
限
り
の
捜
索
を
命
じ
て

中
間
手
続
き
を
省
略
し
、
帳
外
で
処
理
し
て
い
る
実
態
が
う
か
が
え
る
。
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②

村
側
の
思
惑

捜
索
は
発
生
し
た
村
の
責
任
に
お
い
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
費
用
は
村
側
の
負
担
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
た
。
村
側
に
お
い
て
欠
落
は
荒
地
の
発
生
や
村
の
共
同
耕
作
な
ど
の
負
担
増
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
捜
索
・
処
罰
よ
り
復
帰
の
方
針
は
支
配
層
と
合
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
尋

帳
回
覧
の
状
況
か
ら
は
、
迅
速
に
回
覧
す
る
必
要
と
、
各
村
の
記
述
が
同
一
で
事
務
的
に
伝
達

し
て
い
る
様
子
か
ら
、
代
官
所
は
意
識
し
て
も
捜
索
の
意
図
は
薄
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

捜
索
の
範
囲
を
見
る
と
幕
領
・
寺
領
・
藩
領
な
ど
の
領
主
形
態
に
関
係
な
く
、
管
轄
代
官
支
配

の
区
別
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
す
べ
て
の
領
域
を
網
羅
し
て
い
な
い
の
は
広
範
過
ぎ

る
こ
と
に
加
え
、
街
道
や
河
川
な
ど
に
影
響
さ
れ
た
地
理
的
状
況
と
日
常
的
に
結
び
つ
い
て

い
る
名
主
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
巡
る
ル
ー
ト
で
回
覧
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

今
回
、
『
欠
落
』
に
つ
い
て
七
左
衛
門
村
の
尋
帳
を
基
本
資
料
と
し
て
考
察
し
て
み
た
が
、

厳
し
い
処
分
規
定
に
比
し
て
、
容
易
な
帰
住
に
よ
り
労
働
力
維
持
を
促
進
す
る
動
き
が
定
着

し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
借
金
の
返
済
に
商
業
的
賃
金
労
働
か
ら
の
収
入
を
宛

て
、
妻
・
妹
な
ど
も
奉
公
人
と
し
て
の
稼
ぎ
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
の
課
題
は
、
『
欠
落
』
の
本
質
が
本
人
の
犯
罪
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
尋
帳
の
回
覧
ル

ー
ト
に
も
多
数
出
て
き
た
新
田
開
発
や
都
市
の
拡
張
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
い
た
の
か
を

検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。

【
史
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『
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※
③
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